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要旨 : 

LD 転炉スラグは，P が高いという難点を有しているものの，Fe, Mn, MgO, CaO 等の製鉄

副原料として有効成分を含有している。このため省資源，省エネルギーの見地から，焼結

原料としてのリサイクルを開始した。高リンという問題は，脱リン性能に優れた底吹き

（Q-BOP）あるいは上底吹（K-BOP）転炉製鋼法を利用するリサイクルシステムの採用に

よりほぼ解消され，現在，リサイクル料は全発生量の 25～30％を占めるに至り，省資源お

よびコスト面で大きな効果をあげている。 
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